
企業家研究フォーラム 2018 年度会務報告

● 2018 年度研究活動

年 次 大 会

　　2018 年 7 月 21 日，22 日　　延べ 151 人
　　於：大阪大学中之島センター
　 7 月 21 日
1．自由論題報告（12 組，順不同）

「技術はファッションになるのか─アパレル産
業の発展と衰退」

� 関西大学　藤岡里圭
� 大阪大学　ピエール ＝ イブ・ドンゼ

「地方企業家による競売会社の設立─明治期・
福岡を対象にして」� 武蔵大学　古瀬公博

「近江商人＝阿部市郎兵衛・市太郎家の経営，
企業家精神，社会貢献」　滋賀大学　筒井正夫

「戦前期大阪市における都市電化─大阪市電気
局の活動に注目して」

� 大阪市立大学（院）　花木完爾
「日本のエレクトロニクス産業の凋落と知的財

産マネジメント」� 神戸大学（院）　前田健児
「新規事業創出の心理プロセス─創造的職務行

動の媒介効果」� 香川大学　細見正樹
「問題発見と解決のデザイン─ナルセペダル開

発プロセスと創発」� 近畿大学　廣田章光
「工程イノベーションに関する研究─機能性化

学品を例として」� 神戸大学（院）　浅井洋介
「家具産地の内部構造と企業家活動─高度成長

期の旭川と変化対応」
� 北海学園大学　近藤弘毅

「産地の存続と企業家活動─有田焼陶磁器産地
の事例を中心として」� 上智大学　山田幸三

「企業家のアイデンティティ形成がもたらす組
織成長への影響」� 高知工科大学　石谷康人

「ANA 創業者・美土路昌一の創業者精神と経
営理念」� 青山学院大学（院）　大木由美子

　 7 月 22 日
1．自由論題報告（8 組，順不同）

「1990 年代　家電量販店の成長史─ ヤマダ電機
とケーズデンキの比較」

� 青山学院大学（院）　矢口達也
「急成長企業の企業家と組織を支えたのは誰か」
� 北海学園大学　石井　耕

「日系企業との提携による事業成長─タイの自
動車部品財閥の事例」　　広島大学　加藤厚海

「事例から考える中小企業における経営環境の
変化とビジネスモデルの関係」

� 大洋製器工業（株）　岡室俊之
「経営環境の構造的変化と企業活動─エネルギ

ー企業の事例」
� JXTG エネルギー（株）　古関惠一
� 成城大学　平野　創

「中小食品企業の国際化プロセスにおける社会
的情緒資産の役割」� 東京経済大学　山本　聡

「伝統文化産業の女性起業家─芸者ローンの事
例」� 京都女子大学　西尾久美子

「イランにおける女性企業家の現状と課題─日
本との比較」� 専修大学　鹿住倫世

2．共通論題報告
テーマ　　「知的財産と企業家活動」
問題提起　一橋大学　岡室博之
報　告　　関西大学　西村成弘
　　　　　早稲田大学　牧 兼充
　　　　　関西学院大学　加藤雅俊
コメント　東京大学　元橋一之
　　　　　特許庁　岡田吉美
パネルディスカッション
　　　　　同上各氏
司　会　　大阪市立大学　山田仁一郎
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冬季部会大会 （経営史学会関東部会と共催）

　　2018 年 12 月 2 日　　40 人
　　於：東京大学本郷キャンパス
テーマ　　「グローバル化と企業家」
報告者
「グローバル化の基礎過程における企業家の

役割ホンダの事例を中心に」
� 同志社大学　太田原準

「グローバル・ニッチトップ企業の国際技術
連携戦略」� 武蔵大学　鈴木真也

「日系企業の海外進出を通じたタイの産業集
積と日本人町の形成」　広島大学　加藤厚海

討論者　　明治大学　安部悦生

第 8 回　アントレプレナーシップ・コンファラ 
ンス （日本ベンチャー学会，ファミリービジ�
ネス学会，日本中小企業学会東部部会と共催）

　　2019 年 2 月 11 日　　27 人
於：�首都大学東京秋葉原サテライトキャン

パス
報告者
「近代的企業家輩出プロセスと類型─幕末・

明治期企業家 46 人のキャリアパス分析」
� 日清紡テキスタイル株式会社　山田友理
� 国際基督教大学　稲葉祐之

「文化的な距離を活用する放送コンテンツの
海外展開─クールジャパンの先鞭となった
テレビ新広島グループの新規事業」

� 首都大学東京（院）　渡辺圭史
「高度成長期におけるビジネスシステム─立

石電機の『プロデューサシステム』を中心
として」　　� 甲南大学（院）　須本隆雄

「新技術の正当化戦略がん粒子線治療技術の
事例」� 首都大学東京（院）　田代昌彦

司会兼討論者　　大阪経済大学　� 江島由裕
　　　　　　　　大阪市立大学　� 新藤晴臣
　　　　　　　　東京大学　� 中村尚史
　　　　　　　　神戸大学　� 原 拓志

春季研究会

　　2019 年 3 月 9 日　　27 人
　　於：大阪企業家ミュージアム
報告者
「創業期における企業家の省察についての二

人称的アプローチ─実務家と研究者との共
愉的関係の生成に着目して」

� 京都大学　伊藤智明
� 同志社女子大学　福本俊樹

“Family employees and innovation behavior 
of start-up firms : A family embeddedness 
perspective of entrepreneurship” （with 
Haibo Zhou）� 関西学院大学　加藤雅俊

「観光分野における女性起業家の特徴」
� 静岡英和学院大学　崔　瑛

「製茶企業の海外市場参入プロセスにおける
生産農家との企業家的関係構築」

� 東京経済大学　山本　聡
司　会　　明星大学　兒玉公一郎
　　　　　東京大学　中村尚史
　　　　　千葉商科大学　松原日出人
　　　　　大阪市立大学　山田仁一郎

大阪企業家ミュージアムとの連携講座  
「講座・企業家学」

　　於：大阪企業家ミュージアム
・6月講座「ファミリービジネスの挑戦」

6 月 2 日　（9 人）
「カモ井加工紙─想定外の顧客から学んだヒ

ット商品」� 日本大学　水野　学
6 月 9 日　（6 人）

「細尾─技術革新による西陣織の需要創造」
� 近畿大学　金 泰旭

6 月 16 日　（3 人）
「メイト・内山工業─オンリーワン型企業へ

の挑戦」� 岡山大学　戸前壽夫
6 月 30 日　（7 人）

「能作─伝統的鋳造技術による新製品開発」
� 長野県立大学　尹　大栄
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8 月 4 日　（2 人）
「パキスタンの財閥─パキスタン経済を支え

るファミリービジネス」　
� 同志社大学　川満直樹

・11月講座「関西五棉と繊維企業の諸相」
11 月 10 日（6 人）

「東棉・ニチメン」� 神戸大学　平野恭平
11 月 17 日（13 人）

「東洋紡績」� 福井県立大学　山路直人
11 月 24 日（13 人）

「『江商』を創業した五人の近江商人」
� 同志社大学　末永國紀

12 月 1 日　（5 人）
「富士紡績会社の発展と地域社会」
� 滋賀大学　筒井正夫

12 月 8 日　（8 人）
「伊藤忠兵衛家同族事業経営の沿革─伊藤忠

商事・丸紅創業の前史」
� 滋賀大学　宇佐美英機

大阪企業家ミュージアムとの連携講座  
「企業家に聞く」

　　於：大阪企業家ミュージアム
9 月 5 日　（36 人）

「ユニバーサル・スタジオ・ジャパンの集客
戦略」

（株）ユー・エス・ジェイ External �
� Affairs Vice President　村山卓

インタビュアー：滋賀大学　柴田淳郎
10 月 26 日　（41 人）

「中食市場を切り拓いたイノベーター，（株）
ロック・フィールドの軌跡」

（株）ロック・フィールド代表取締役�
� 会長　岩田弘三

インタビュアー：
　　　　　大阪市立大学　山田仁一郎

2 月 6 日　（22 人）
「老舗温泉旅館が挑む経営改革と地域革新─

おごと温泉を蘇らせた企業家活動」
� （株）湯元舘代表取締役会長　針谷　了

インタビュアー：
　千葉商科大学　岩崎勝彦

● �2018 年度顕彰事業�
（企業家研究フォーラム賞）

授賞作品
著書の部：
『海をわたる機関車─近代日本の鉄道発展

とグローバル化』（吉川弘文館，2016 年）
東京大学　中村尚史

論文の部：
“When does transitioning from family to 

professional management improve firm 
performance?” （Strategic Management 
Journal 36（9）, September 2015, pp. 1297─
1316.）
京都産業大学　沈政郁
National University of Singapore　SEA-
JIN CHANG

特 別 賞：
東京大学名誉教授　大東英祐

『日本の企業家（全 13 巻）』（PHP 研究所，
2016 年 11 月 27 日第一版第一刷発行）

大阪大学名誉教授・大阪企業家ミュージア
ム館長　宮本又郎

甲南大学特別客員教授・神戸大学名誉教授 
加護野忠男

株式会社 PHP 研究所社長　清水卓智

●会誌の発行

会誌「企業家研究」第 15 号を 7 月 20 日に発
刊した。

※所属・企業役職は発表当時のもの
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役員・顧問・編集委員・幹事　一覧
（五十音順，敬称略）

会　長
山 田 幸 三　上智大学教授
副会長

岡 室 博 之　一橋大学教授
粕 谷 　誠　東京大学教授
田 中 一 弘　一橋大学教授
原　 拓 志　神戸大学教授
理　事

阿 部 武 司　国士舘大学教授
伊 藤 博 之　滋賀大学教授
江 島 由 裕　大阪経済大学教授
老 川 慶 喜　跡見学園女子大学教授
太 田 　肇　同志社大学教授
岡 崎 哲 二　東京大学教授
鹿 住 倫 世　専修大学教授
金 井 一 賴　青森大学学長／ 

大阪市立大学教授
上 林 憲 雄　神戸大学教授
橘 川 武 郎　東京理科大学教授
黒 澤 隆 文　京都大学教授
佐藤悌二郎　株式会社 PHP 研究所 

客員
柴　 孝 夫　京都産業大学教授
島 本 　実　一橋大学教授
高 橋 徳 行　武蔵大学教授
角田隆太郎　椙山女学園大学教授
中 村 尚 史　東京大学教授
長 谷 川 信　青山学院大学名誉教授
鴋 澤 　歩　大阪大学教授
廣 田 　誠　大阪大学教授
福 嶋 　路　東北大学教授
宮 城 　勉　大阪商工会議所 

専務理事
吉 村 典 久　大阪市立大学教授
米倉誠一郎　法政大学教授 

一橋大学特任教授
若 林 直 樹　京都大学教授
監　事

石 井 　耕　北海学園大学名誉教授
前川洋一郎　老舗学研究会共同代表
顧　問

赤 岡 　功　星城大学学長
伊 丹 敬 之　国際大学学長
猪 木 武 徳　大阪大学名誉教授
宇 田 川 勝　法政大学名誉教授
小 川 　功　滋賀大学名誉教授
加護野忠男　神戸大学特命教授
沢 井 　実　南山大学教授

宮 本 又 郎　大阪大学名誉教授
森 川 英 正　経営史学会顧問
山 崎 廣 明　東京大学名誉教授
吉 原 英 樹　神戸大学名誉教授
総務委員

江 島 由 裕　大阪経済大学教授
岡 部 桂 史　立教大学教授
落 合 康 裕　静岡県立大学准教授
粕 谷 　誠　東京大学教授
曽 根 秀 一　静岡文化芸術大学准教授
田 中 智 晃　東京経済大学准教授
長 廣 利 崇　和歌山大学准教授
西尾久美子　京都女子大学教授
吉 村 典 久　大阪市立大学教授
企画委員

岡 室 博 之　一橋大学教授
加 藤 雅 俊　関西学院大学教授
兒玉公一郎　明星大学准教授
中 村 尚 史　東京大学教授
西 村 成 弘　関西大学教授
平 野 　創　成城大学准教授
藤 岡 里 圭　関西大学教授
松原日出人　千葉商科大学専任講師
真 鍋 誠 司　横浜国立大学教授
山田仁一郎　大阪市立大学教授
編集委員

伊 藤 博 之　滋賀大学教授
稲 葉 祐 之　国際基督教大学上級准教授
上 野 恭 裕　関西大学教授
梅 崎 　修　法政大学教授
江 島 由 裕　大阪経済大学教授
大 島 久 幸　高千穂大学教授
鹿 住 倫 世　専修大学教授
金　 容 度　法政大学教授
小阪玄次郎　上智大学准教授
佐 々 木 聡　明治大学教授
佐 藤 政 則　麗澤大学教授
島 本 　実　一橋大学教授
新 藤 晴 臣　大阪市立大学教授
杉 山 里 枝　國學院大学教授
田 中 一 弘　一橋大学教授
中 島 裕 喜　南山大学教授
延岡健太郎　大阪大学教授
原 田 信 行　筑波大学准教授
平 野 恭 平　神戸大学准教授
廣 田 　誠　大阪大学教授
幹　事

芦 塚 　格　近畿大学教授

足 代 訓 史　拓殖大学准教授
石 田 修 一　東北大学教授
井上真由美　高崎経済大学准教授
大 島 朋 剛　神奈川大学准教授
岡 部 桂 史　立教大学教授
落 合 康 裕　静岡県立大学准教授
加 藤 雅 俊　関西学院大学教授
河 合 篤 男　名古屋市立大学教授
北 居 　明　甲南大学教授
木 村 昌 人　ジャパン・フューチャーズ・ 

イニシアティブ東京事務所長
兒玉公一郎　明星大学准教授
四 宮 正 親　関東学院大学教授
柴 田 淳 郎　滋賀大学准教授
島 田 昌 和　文京学院大学教授
曽 根 秀 一　静岡文化芸術大学准教授
田 中 智 晃　東京経済大学准教授
出 口 将 人　名古屋市立大学教授
長 廣 利 崇　和歌山大学准教授
西尾久美子　京都女子大学教授
西 村 成 弘　関西大学教授
橋 野 知 子　神戸大学教授
ピエール ＝ イヴ・ドンゼ 

大阪大学教授
平 野 　創　成城大学准教授
藤 岡 里 圭　関西大学教授
本 庄 裕 司　中央大学教授
松原日出人　千葉商科大学専任講師
真 鍋 誠 司　横浜国立大学教授
宮 尾 　学　神戸大学准教授
森　 直 子　一般財団法人機械振興協会 

経済研究所研究副主幹
山田仁一郎　大阪市立大学教授
山 田 雄 久　近畿大学教授
山 本 　聡　東洋大学教授
結 城 武 延　東北大学准教授
渡 邊 祐 介　株式会社 PHP 研究所 

経営理念研究本部本部次長
学会賞審査委員（2015年～2018年）
阿 部 武 司　国士舘大学教授
伊 藤 博 之　滋賀大学教授
岡 崎 哲 二　東京大学教授
角田隆太郎　椙山女学園大学教授
原　 拓 志　神戸大学教授

　　以 　上
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